
算  数
I 教科、種日の観J点
資料作成に当たつては、共通観点の他に、学習指導要領 (平成29年 3月 )イこ示された各教科の目標や内容等に即して検討し、教科独自の観点を定めた。

選定資料利用上の留意点          ~
1資料の作成に当たつては、設定した観点ごとに、特に目立ちた事柄を取り上げること。
2利用に際しては、全体を通して総合的に判断し、各教科書の特色をとらえるとともに、地域の実態、その他の条件を考慮して、道正な採択のための資料とすること。
3前記の観 J点と次表の観点、具体項目とは、対応させて読み取ること。

Ⅱ

1教育基本法の理念や第二期長崎県教育振興基本計画の趣旨。内容を踏まえて、豊かな人間性の育成を図る上での特長

教科の特質に応じて、「教育の目的ュ及び「教育の目標」の達成、「本県教育が目指す人間像」の育成に資する内容、構成となっているか。

ふるさと長崎の伝統・文化や歴史、自然について理解を深める学習に生かせる題材が扱われているか。

2学習指導要領の目標や内容等を踏まえて、確かな学力の育成を図る上での特長

基礎的・基本的な知識・技能が確実に習得されるよう工夫されているか。

知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等が育成されるよう工夫されているか。

主体的に学習に取り組む態度が身に付くよう工夫されているか。

学年間で指導内容を重複させるなど、適切な反復による学習が展開できるよう工夫されているか。

思考の過程や判断の根拠などを、言葉や図、数、式、表、グラフなどを用いて表現し伝え合う活動が工夫されているか。

数学のよさに気付き、算数で学んだことを生活や学習に活用しようとするよう工夫されているか。

3学習効果や使いやすさ、見やすさ(ユニバーサルデザイン)等の観点からの表記・表現や体裁の特長

文章は、分かりやすく、質・量ともに豊かな記述内容となつているか。

写真、挿絵、図表などは、学習意欲を高めるとともに、学習内容との関連や学習効果に十分配慮されているか。

レイアウトや色彩、文字の大きさ、挿絵の活用、紙質、製本等については、適切に配慮されているかと
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フ」に、長崎県の レタ
ス とジャガイモの生産
量を取 り上げた りす る
ことで、郷土への関心
を高めることができる
よう配慮されている。

日 文

。全学年で掲載 されてい

る 「自分でみんなで」
に、他者 と考えを共有
し、解決を図る学びの

過程を分か りやす く示
す ことで、協働的に学
び、自らの力を高める
ことができるよう配慮
されている。

3～ 6年 「活用」 「な
るほど算数」に、 「オ
リンピック」 「和食」
「和算」など、国際理

解 と我が国の伝統・文

化に親 しみをもてるよ

うな題材を掲載するこ
とで、社会性や人間性
を養 うことができるよ

う配慮されている。
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6年 「封 称 な 図形 」
に、眼鏡橋を掲載 した
り、 4年 上 「小 数 」
に、女神大橋の長 さを

いる。

上げた
郷土ヘ

ことが
されて

問題
りす
の関
でき

啓林館

6年 の 「ひ ろが
数」に、様々な職
就 いてい る人 か
メンセ~ジ を掲載する

ができるよう配
ている。

・全学年で設定 されてい

る 「ま な び をい かそ

う」 「学びをいかそ う
わ くわく算数ひろば」
に、身近な話題や、健

康安全、 自然環境、国
際協力等の設問を示す
ことで、社会性や人間
性 を養 うことができる
よう配慮されている。
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・ 5年 「割合 とグラフ」
に、 「長崎県のイチゴ

の収 穫 量 」 、 2年 下
「 1を 分けて」の導入
に、長崎の名産品であ
るカステラの写真 を掲
載す ることで、郷土ヘ

の関心を高めることが
できるよう配慮 されて
いる。

教 出

1年度初めの授業開き教
材では、オープンエン

ドの問題 を設定す るこ

とで、具体的な問題解
決の過程 を体
り強 く考 え、
び、能力を高
ができるよう
ている。

4～ 6年に「いろいろ
な国のわり算の筆算」
や「和算」「対称な形
の伝 統 工芸 品デザイ
ン」 「和食」を掲載す
ることで、我が国の伝
統・文化の理解 と国際
理解を深めることがで
きるよう配慮 ざれてい
る。
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・ 2ん 6年の学年末に、
学校や地域のことをク
イズで示 した り、生活
をよりよくす るための

提案を考えた りす る活
動 を取 り上 げ る こ と
で、郷土への関心を高
めることができるよう
配慮されている。

学  図

2～ 6年巻頭に 「学び
」及び 「学び方」
統的に掲載 し、

び付けること
ら学び、能力 を
ことができるよ

う配慮されている。

。「深めよう」で、環境、
安全・防犯、防災、伝
統文化等にかかわる課
題 を取 り上 げ るこ と
でtこ れからの国際社
会を生きるために必要
な基盤 となる人間性を
養 うことができるよう
配慮されている。
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・ 5年 「帯グラフと円グ
ラフ」に、自分の住む
県について表やグラフ
を使ってまとめる学習
を取 り上げることで、
郷土への関心を高める
ことがでぎるよう配慮
されている。

大日本

・ 3～ 6年の 「算数お仕
事インタビュエ」に、
実際に仕事に就いてい

る人か らのメンセ ~ジ
を掲載す ることで、児
童が算数 を学ぶ意義を
理解 し、 自ら学び、能
力を高めることができ
る よ う配 慮 され て い

る。

「なるほど算数教室」
に、算数にかかわる日

本の歴史や文化、外国
の算数にかかわる歴史
を掲載することで、我
が国の伝統・文化の理

解 と国際理解 を深める
ことができるよう配慮
されている。

・ 5年 下 「単位量あた り
の大きさ」に、 自分の

住む県の人 口密度 を調
べ る活 動 を設 定 しだ
り、 「帯グラフと円グ
ラフ」に、本県のみか
んの収穫量を掲載 した
りすることで、郷土ヘ

の関心を高めることが
できるよう配慮 されて
いる。

東 書

・巻頭に学習の進 め方や
ノー トのま とめ方を示
した り、新たな問題に
ついて考えを共有する

場面を設定 した りする
ことで、 自ら学び、能
力を高めることができ
る よ う配 慮 され て い

る。

の 「算数で読
」に、環境、
国とのかかわ

り等、現代的な教育課
題 を取 り上 げ る こ と
で、これか らの国際社
会を生きるために必要
な基盤 となる人間性 を

奏 うことができるよう
配慮されている。
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算数

・ 2～ 6年の上巻末に、
自分の考えを分か りや
す く説明するための基
盤 となる「算数で使い
たい言葉・考え方」を
掲載することで、数学
的な表現力が育成 され
るよ う工夫 され てい
る。

日 文

・ 2～ 6年 の 巻 末 の
「しっか リチェンク」
で繰 り返 し練習す る間
題 を設 けることで、基

礎的・基本的な知識・

技能の習得が図られる
よう工夫されている。

・ 2～ 6年の 「つなげる
算数」では、既習の内

容をとらえ直 し、数量
や図形の性質などと関
連付ける場面を設 ける
ことで、学習内容の定
着を繰 り返 し図ること
ができるよう工夫 され
ている。

・思考を助ける図や表、
式を適宜例示 し、根拠
や手順などを説明する
活動を促すページを設

考力、
等が育
夫 され

けること

判断力、
成 される
ている。
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ヽ
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よ

啓林館

・単元末に、 「学び
とめ」 を設 ける
で、つまずきやで
ようになつたこと
認 しな が ら学習
め、基礎的・基本的な
知識・技能の習得が図
られるよう工夫 されて
いる。

2～ 6年では、各単元
の設問ごとに 「もつと

練習」のページを載せ
て、問題数 を十分に確
保す ることで、基礎・

基本の定着や習熱度に
応 じた指導が展開でき
る よ う工夫 され て い

る。
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「算数の ミカタ」を、
各領域 を貫 く数学的な
見方・考え方に着 日し
たコーナー として掲載
することで、後の学習
の中で繰 り返 し用いな
が ら、 思 考 力 、判 断
力、表現力等が育成 さ
れるよう工夫 されてい

る。

教  出

「課題→ステ ンプ→発

表・話 し合い→振 り返
り 。ま とめ→た しかめ
→練習」 とい う展開で

紙面を構成 した り、巻

末に 「教科書に出てき
た言葉」を載せた りす
ることで、基礎的・基

本的な知識・技能の習
得が図 られ るよう工夫
されている。

単元の終わりに、 「ふ
りかえろう」 「た しか
め よ う」 を設 定 した
り、単元の途中に 「ふ
くしゅう」のコーナー

を設 けた りす る こ と
で、基礎・基本の定着
と技能の習得が図られ
る よ う工夫 され てい

る。

2～ 6年 の巻頭 に、
「算数で見つけたい考
え方」を一覧で掲載 し
た り、解 決 に必要 な
「見方・考え方」を側
注に示 したりすること
で、思考力、判断力、
表現力等が育成 される
よう工夫されている。

1時間の学習内容に紺
応 した練習問題や、習
熟を図る練習問題 を効
果的に位置付 けること
で、基礎的・基本的な

知識・技能の習得が図
られ るよ う工夫 されて
いる。

2～ 6年では、考
疑問を記入す る 「

活動を充実 させ、学習
内容の定着が一層図 ら

れるよう工夫 されてい

る。
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「じつくり深 く学び合
お う !」 では、 自分の

考えを表現す る活動を
ページを設け
に、多様な問
方法を掲載す
t思考力、判
現力等が育成
う工夫されて

大 日本

・教科書を学年 1冊 に し
た り、めあてに対応 し

たま とめを示 した りす
る こ とで 、復 習 を促
し、基礎的・基本的な
知識・技能の習得が図
られるよう工夫 されて
いる。

3年 以上 の単元末 の
「た しか め問題 」で
は、用語や計算のしか
た な どを再確認 した
り、難易度の高い問題
に挑戦 した りするペー
ジを設けることで、基
礎・ 基本の定着や習熟
度に応 じた指導ができ
るよ う工夫 され てい

る。

単元末に 「いか してみ
よう」 「つないでいこ

う算数の 目」を設定す
ることで、学んだこと
を生活に生か して考え
た り、数学的な見方・

考え方に焦点を当てて

振 り返つた りして、思
考力、判断力、表現力
等が育成 されるよ う工

夫されている。

各単元の 「ほじゅ うも
んだい」や、 2段 階で
構 成 さ れ た 巻 末 の
「もうと練習」では、
児童の習熟度に応 じた

問題 を十分に設けるこ

とで、個に応 じて基礎
的・基本的な知識・技
能の習得が図 られ るよ

う工夫されている。

・ 知識を身に付ける学習
やグラフなどの技能を
高める学習では、イン
ターネ ットを利用 して
理解を深めるコーナー

を設 ける こ とで、基
礎・基本の定着 と技能
の習得が図られるよう
工夫されている。
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「自分でみんなで」で
は、問題の意味をつか
んだ り、学習を振 り返
り思考を整理 した りす
る場面を設定すること
で、児童が主体的に学
習に取 り組んだ り、新
たな学習への興味・ 関
心を高めた りできるよ

う工夫されている。

ている。

文日

・ 4～ 6年の 「活用」で
lま、単元や領域を結び

付 けた 内容 を取 り上

げ、理由や方法などを

記 述 で説 明す る コー

ナーを設けることで、
思考力、判断力、表現
力等が高まるよう工夫
されている。

2～ 6年 の巻 頭 に、
「学 習 のす す め方 」
「わくわく算数学習」
を設けて学習や身のま
わりの事柄 とのつなが
りを示 したり、問題解
決学習の流れを帯で示
した りすることで、主
体的に学習に取 り組む
ことができるよう工夫
されている。

・単元導入で 「単元のと
び ら」を設定 しヽ 日常
生活や既習事項 と関連
付けた題材 を示す こと
で、児童が自ち 課題意
識や見通 しをもつて学
習に取 り組み、児童の
主体的な学習が引き出
されるよ う工夫 されて
ヤヽる。

啓林館

4～ 6年では、 「にて
いる」 「きま り」 「も
どる」の考え方をロゴ
で強調 し、巻末に「算
数でよく使 う考え方」
として整理 して示すこ
とで、問題解決の場面
で活用 し、思考力、判
断力、表現力等が高ま
る よ う工夫 され てい

る。

教  出

「算数で使いたい考え

方」では、数学的な考
え方を図や式、言葉で

示す ことで、 自分で考
えた り、他 者 と学 び

合つた りする際に繰 り

返 し活用 し、思考力、
判断力、表現力等が高
まるよう工夫 されてい

る。

2～ 6年 の巻頭 に、
「算 数 を は じ め よ
う !」 を設け、問題解
決のプロセスと「主体
的・対話的で深い学び
のモデルページ」を示
す ことで、問いをつな
いで解決を図る活動を
促 し、主体的に学習に
取 り組むことができる
よう工夫されている。

・単元導入で、身近な題
材か ら問題 を発見する
活動を取 り上げた り、
単元末で、学習 したこ

とを 日常に活用す る場
面を設定 した りす るこ

とで、児童が主体的に
学習に取 り組む ことが
できるよう工夫 されて
いる。

単元導入の 「?
|す ん」では、 日
や算数の中から
発見する場面を
うことで、問題
身近なこととし
え、興味・関心
て、学習に取 り
とができるよう
れている。

・紙面の左側 に 「知 りた
いな」 「調べたいな」
な どのガイ ドを示 した
り、学習のめあてが児
童の疑間や話 し合いの

中か ら自然に発生する

問いを設定 した りする
ことで、意欲 を持続 さ
せ、主体的に学習を進
めることができるよう
工夫されている。

つ
活
を
扱
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学  図

「深 めよ う」では

元で身に付けた知
技能を活用 して、
に即 した問題 に取
む 活 動 を設 け る
で、思考力、判断

表現力等が高まるよう
工夫されている。

単

・
活
組
と

ヽ

識ヽ
生
り
こ
力

2～ 6年の巻末 「ひ ら
めきアイテム集」にお
いて、獲得 した数学的
な見方・考え方を整理
し、以降の学習におい

ても働かせ ることで、
思考力、判断力、表現
力等が高まるよ う工夫
されていると

・ 2～ 6年の巻頭に 「算
数 ま な び ナ ビ」 と し
て、学習の進 め方や問
題解決の流れを示 した
り、 日常生活や他教科
において学んだことを
生かす場面を掲載 した
りすることで、興味・

関心を高め、主体的に

学習に取 り組む ことが
できるよう工夫 されて
いる。

・単元導入の 「新 しい学
習 が は じま る よ」 で
は、身近な事象の中か
ら、児童 自らが問題や
疑間を見いだす題材 を
取 り上 げることで、主
体的に学習に取 り組む
ことができるよう工夫
されている。

大 日本

2～ 6年の上巻巻頭の
「学 び の とび ら」 で
は、問題解決の過程 を
イメージした り、 「マ

イノー トをつ くろ う」
では、思考 し表現する
活動において、書 く活
動を促 した りすること
で、主体的に学習を進
めることができるよう
工夫されている。

・ 単元導入のページで、
姑話を通 して 日常の事

経験を取 り上
で、学習意欲
り、既習事項
り単元の課題
した りす るな

ど、主体的に学習に取
り組むことができるよ

う工夫されている。

活
と
た
返
だ

生

こ
め
り
い

や
る
高
振
見

象
げ
を
を
を

東 書

2～ 6年の 「今 日の深
い学び」では、見通 し
を もつて論理 的 に考
えて判断した過程や結
果を数学的に表現 しヽ
伝 え合 う活動 を促す
ページを設定すること
で、思考力、判断力、
表現力等が高まるよう
工夫されている。

３

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
が
身
に
付
く
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
か
。

(2)

か等た知°
がめ識

育に・

成必技

さ要能

れ
｀
解

て表決
い現す
る 力 る

発行者
点

２

学
習
指
導
要
領

の
目
標
や
内
容
等
を
踏
ま
え
て
、

確
か
な
学
力

の
育
成
を
図
る
上
で
の
特
長



Ⅲ 算数

。2～ 6年の 「自分でみ
んなで」では、考えた
ことを話 し合 うための

視点を吹き出しで分か
りやす く示す
自他の考えを
うことができ
夫されている。

ヽ
合

工

で

し
う

と

明

よ

こ
説

る

日 文

Ｆ
を
習
意
習
夫

ヽ
ヨ
既
を
学

工

に
に

ヽ
り

い
う

入
め

で
が
し
よ

藤
嘘
毘

つな
輸

誦

る
。

単
習

る

の
が

で
い

年

ラ
と
学

で

い

学

卜

こ
復
が

て

下
イ
＆
反
と
れ

学
ま

Ｊ

ヽ
に
る

。

各

の
イ
で
習
き
る

次の学
設定す
内容 と

識 しな
が展開
されて

,2～ 6年の巻末に設定
された 「算数資料集」
を活用することで、筋
道 立 て て説 明す る力
や、図や表などの表現
を基にした伝 え合 う力
が高まるよ う工夫 され
ている。

啓林館

統性 を踏まえた学習が
できるよう工夫 されて
いる。

「じゅんび」のページ

を設 け、単元の学習に
必要な既習内容 を確認
す ることで、適切 な反
復 と単元への円滑な導
入の一体化が図 られ る
よう工夫されている。

習す る
単元名
各学期
当たる
を配置
で、系

ぐ
と
記
間
に
り

も
元
併
中
期
た

Ｆ
単
を

の
時
し

た
期
復
る

し

。
Ｆ
す

ヽ
に

引
と

り
末

習

こ

じ」に学
関連す る

複数の計算の仕方を紹
介 した り、他者の考え
を説明する活動を促す
ページを設 けた りする
ことで、 自分の考 えを
表現 し、深めることが
できるよう工夫 されて
いる。

教 出

学
を

の
び
る
に

な

ヨ
と
学

せ
復

ん
な
容
Ｆ
さ
反

元
が
定
較

ン
と

単
習
設
比

マ
こ

が

て

と
れ
こ
さ
う
夫
行

工

歩
≡
，

習
よ

巻末 に 「学びのマ ン
プ」として、他学年 と
の関連内容を掲載する
ことで、児童 自ら、反
復による学習に取 り組
み、定着状況を確認で
きるよう工夫 されてぃ
る。

よる学
できる
いる。

「説明 したいな」 「伝
えたいな」 「話 し合い

たいな」のページを設
定することで、学習過
程において、いつ 。ど
この場面で伝 え合 うの
が効果的かを理解 して
活動ができるよう工夫
されている。

学  図

くじ」に学習する
と関連する単元名
記することで、他
との学習のかかわ
うながりを意識 し

て学習が展開できるよ

う工夫されている。

「ふ りかえろう つな
げよう」のぺ‐ジを設
定し、既習内容を振 り
返ることで、類似性や
共通性に着 日し

整理 し、深い理
ることができる
夫されている。

ら
得

工

が
を
，

な
解

よ

も
元
併
年
や

Ｆ
単
を
学
り

。「じっくり深く学び合お

う」では、吹き出 しを
用いて話 し合いの場面
を例示 した り、解決方
法を言葉で説明す る場
面を掲載 した りす るこ

とで、説明の仕方や話
し合いの進め方を基に
活動ができるよう工夫
されている。

大日本

「もくじ」に
単元 と関連す
を併記するこ
の既習内容 と
るのか系統性
なが ら学習を
る よ う工夫 され て い

る。

・ 2年以上の巻末に 「○
Ｊ
復
と
返
す
工

め
Ｆ

こ
り
開
う

と
に
る
振
展
よ

学
や
習
で
り
る
夫

る
名
ど
ぁ

し
き

す
元

ヽ
が
識

で

習
単

で
連
意
開

学

る
と
関
を
展

。「今 百の深い学び」で
の進め方や話
動における視
することで、
えを比較 した
ぞれの考え方
気付いた りす

る活動ができるよ う工

夫されている。

習
活
示
考
れ
に

学

い
明
の
そ
さ

合ヽ
を
他

ヽ
よ

は
し
点
自
り
の

東 書

・単元導入に、振 り返 り
のベージを設け、既習
内らを整理 し振 り返る
ことで(新 しい学習内
容につなげて学習が展
開できるよう工夫され
ている。

2～ 6年の巻末に「ほ
じゅ うのもんだい」
や、単元の間に
えているかな ?
定することで、
容を生か した学
きるよう工夫 さ
る。

ば

設
内

で
い

お
を
習
が

て

Ｆ

ヨ
既
習
れ

思
考
の
過
程
や
判
断
の
根
拠
な
ど
を
、
言

⑤
藤
峠
靱が
敷ド
麒が
静ガ
ジ
”
膨
動
簿
謗

れ
て
い
る
か
。

間

で
指
導
内
容
を
重
複
さ
せ
る
な
ど
、

道
切
な
反
復

に
よ
る
学
習
が
展
開

で
き

る
よ

夫
さ
れ

て
い
る
か
。

(4)

う学
二年

発行者

２

学
習
指
導
要
領

の
目
標
や
内
容
等
を
踏
ま
え

て
、

確
か
な
学
力

の
育
成
を
図
る
上

で
の
特
長



Ⅲ 算数

:こ れまでの学習内容を

関連付けた 「つなげる

算数」や、身近な事象
との関連が分か
ロー算数」 「な

算数」を掲載す
で、数学のよさ
くことができる
夫されている。

,実際に測定する活動を
取 り上げた り、身近な
数学的事象を数多く紹
介 した りすることで、
学んだことが 日常生活
に生かされていること
に気付くことができる
よう工夫されている。

ハ
ど

と

付

工

Ｆ

ほ

こ
気

う

る

る

る

に
よ

日 文

・ 2年以上の「よみとろ
う あ らわそ う」 で
は、図や式、言葉の関
連やテープ図、数直線
図の使い方を系統的に
整理することで、容易
に活用できるよう工夫
されている。

・学習 したことを活用す
る「わくわく算数ひろ
ば」 「やつてみよう」
や 、 「算数 の 自由研
究」 を掲載 す る こ と
で、不思議に思 うこと
や調べたいことを見つ

けて探究できるよう工

夫されている。

・ 6年巻末の 「ひろがる
算数」では、算数 とつ

ながる様々な職業を紹

数学のよさが実感でき
る よ う工夫 され て い

る。

算数の有用
ビューで掲
ることで、

介
性
載

ヽ
夕
す

リ

ン
リ

た

イ

た

し

を

し

啓林館

き
す
特
を
が
て

付
定

の
拠
と
れ

薇
搬
）
根
従
雑

叫勒で、デらぇ、競車

ヵ
磁
曼
投
天
鵠
る。

グ
を
る
徴
も
で
い

,各学年単元末の F学んだ
ことを使お う」で、算
数を見つけた り、算数
を使つて 日常の問題を
解決 した りする活動を
取 り上げることで、数
のよさを実感できる

う工夫されている。

「算数メモ」や 「セン
スアップ」な どのコー

ナーを設定 し、多様な
問題 を掲 載 す る こ と
で、様々な見方がある
ことに気付いた り、発
展的な問題に挑戦 した
りできるよう工夫 され
ている。

学
よ

教  出

図、式、テープ図、数
直線 、 グ ラ フ な ど、
様々な方法を基に説明

す る場面を設定す るこ

とで、問題や 目的に応
じて説明ができるよう
工夫されている。

学  図

ドッ ト図やテープ図、
関係表などを学習する
場を設定すること
問題解決の方法を
用いて表現するこ
できるよう工夫さ
いる。

ヽ
を
が

て

で
図
と
れ

・学習 したことが生活の

中で生かされているこ

とを紹介 した 「生活に
生かす」 「算数 に生か

す」のコーナーを設定
することで、数学のよ
さに気付 くことができ
る よ う工夫 され て い

る。

6年では、別冊 「中学
校 へ の か け橋 」 を設
け、小学模の学習内本
を復習 した り、負の数
や文字式などの中学校
の学習内容にふれた り
することで、円滑な接
続が図 られるよう工夫
されている。

資
読
り

て

ヽ
に
た
れ

で
確

し
さ

と
的
ば
夫

こ
を
仲

工

る
夕
を
う

,3年以上の 「ふ くろ う
先生のなるほど算数教
室」では、算数に関す
る話、算数 と生活や社
会 とのつなが りを紹介
することで、数学のよ

さや楽 しさにふれるこ

とができよ う工夫 され
ている。

ゲームやクイズで学ん
だことを生かす 「算数
たまてばこ」や、 「読
み取る力をのばそ う」
を掲載す
料やデー

み取る力
できるよ
いる。

大 日本

。発達の段階に応 じて、
テープ図や数直線図の
かき方を段階的に繰 り
返 し取 り扱 うことで、
図を活用 して表現する
ことができるよう工夫
されている。

東 書

・計算の仕方では、
式 を結 び付 けて
ロ ック操 作や数
解・合成を順序良
すことで、図 と式を関
連付けた説明ができる
よう工夫されている。

と
ブ
分
示

図

ヽ
の
く

・単元末に、学習内容を
振 り返 り、上

方や考え方に
「つないでい
の 目」を設定
で、学びを生
ができるよう
ている。

「い か して み
「ます りんつ う
では、学んだこ

活に生か されて

象を紹介 した り
的な問題 を掲載
することで、算
用性や楽 しさを実感で
きるよう工夫 されてい

る。

見
る
数
と
と
れ

の
げ
算

こ
こ
さ

年
な
う
る
す
夫

学

つ
こ
す
か
工

コ
■
生
事

展
り
有

う
ん
が
る
発
た

の

よ
し
と

い

ヽ
し
数

数
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
や
学
習
に
活
用
し
よ
う
と

の
よ
さ
に
気
付
き
、

算

よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
る

(6)

す数
る学

(5,

れ用葉思
ていや考
いて図の

る表
｀
過
程
や
判
断

の
根
拠
な
ど
を
、

言

数
、

式
、

表
、

グ

ラ
フ
な
ど
を

現
し
伝
え
合
う
活
動
が
工
夫
さ

か
。

学
習
指
導
要
領

の
目
標
や
内
容
等
を
踏
ま
え
て
、

確
か
な
学
力

の
育
成
を
図
る
上

で
の
特
長
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Ⅲ 算数

日 文

問題 や め あて 、 ま と
め、大事な説明等につ

色

と

す
て

いては書体
を変えて表

の
こ
や
れ

字
る
し
さ

文
す
解
慮

や
記
理
配
が
う
童
よ
児

る

。

ヽ
な

る

で
く

い

・色分けをした り、読み
やすい位置で改行 した
りすることで、記載 し
ている情報が児童に正
しく伝わるよう配慮 さ
れている。

・作業や体験等の活動を
促す場面は、児童が実
際に活動 している写真
を用いることで、その

作業がイメージ しやす
くなるよう配慮 されて
いる。

啓林館

「め あて 」 や 「ま と

め」は、赤文字で 日立
つよ うに掲載すること
で、本時で学習す る内
容が児童にも分か りや

す くなるよう配慮 され
ている。

説明のしかたや問題を
解 くときの考え方、数
直線 のか き方等 を、
「算数資料集」 として
巻末 に掲載 す る こ と
で、児童の学びの手助
けとなるよう配慮 され
ている。

・キャラクターを効果的
に登場 させ ることで、
それ らのつぶや きや会
話を手掛か りにして、
学習を進めることがで

きるよう配慮 されてい

る。

・単元末に、学習内容に
関連 した 4コ マ漫画を

童
を
が

て

児
さ
と
れ

ヽ
よ

こ

さ

で
の
る
慮

と
と
返
配

こ

こ

ｎ
ｒ
，

る
だ
振
よ

・巻末に、算数用具の使
い方を連続写真 を用い
て分か りやす く示す こ

とで、知識・技能の習
得の手助けとなるよう
配慮されている。

掲載す
が学ん

楽 しく
できる
いる。

教  出

ページ下部に 「算数メ
モ」や 「算数 クイズ」
等を掲載することで、
用語の意味を確認 して
正 しく使 うことができ
る よ う配 慮 され て い

る。

・単元のは じめに、生活

場面や算数の活用場面
を取 り上げた 「?を 発
見 」 を掲 載′す る こ と
で、児童の学習意欲が

高まるよう配慮 されて
ヤヽる。

・算数の見方・考え方を
キャラクターに置 き換
えて登 場 させ る こ と
で、児童が意欲的に学
習に取 り組む ことがで

きるよう配慮 されてい

る。

学 図

・ 2～ 6年の巻末に 「こ
の本で出てきた言葉 と

記号」を掲載す ること
で、用語の意味
して正 しく使 う
できるよ う配慮
いる。

認
が

て

確
と
れ

を

こ
さ

・単元のは じめに、大き
な写真や挿絵等を掲載
することで、新 しい学
習への興味・ 関心や見
通 しをもつ ことができ
る よ う配 慮 され て い

る。

・キャラクターを効果的
に登場 させることで、
それらのっぶやきや会
話を手掛かりにしなが
ら、意欲的に学習に取
り組むことができるよ

う配慮されている。

大日本

・重要な語句が強調 され
るようゴシック体で示
すなど、書体を使い分
けることで、文章の理
解が容易にできるよう
配慮されている。

`実物の写真を豊
用す ることで、
興味・ 関心を高
生活 との関連が

やす くなるよ う
れている。

単元末に 「いか してみ

よ う」 「た しか め よ

う」 「つ ない で い こ

う」のコーナーを掲載
す る こ とで 、視 点 を
もつて学習を振 り返る
ことができるよう配慮
されている。

使

の
実
し
さ

に
童

識ヽ
慮

富
児
め
意
配

東 書

ひと日で分かるように
太文字を使用 した り、
波線をつけた りするこ
とで、大切な用語に着
目し、理解が深まるよ

う配慮されている。

な
ど
は
、

学
習
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、

学
習
内
容
と

の
関
連

配
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

(2)

や写
学真
習
｀

効 挿

果絵
に
｀

十図
分表

は
、

分

か
り
や
す
く
、

質

・
量
と
ヽ

か
な
記
述
内
容
と
な

つ
て
い
る
か
。

(1)

に文
豊章

発行者

３

学
習
効
果
や
使

い
や
す
さ
、

見
や
す
さ

（
ユ
ニ
バ
ー

サ

ル
デ
ザ
イ

ン

）
等

の
観
点
か
ら

の
表
記

・
表
現
や
体
裁

の
特
長



Ⅲ
.算数

日 文

巻末に切 り離す ことが
で き る 「学 び方 ガイ
ド」が綴 じ込 まれてお
り、考えを表現す る際
の参考にできるよう工

夫されている。

・折 り込みを閉 じた状態
では、出題か らめあて
までを、開いた状態で
は、その後の展開を見
ることができるな ど、
学習過程に応 じて使い

やす くなるよ う配慮 さ
れている。

啓林館

・家庭において、学習内
容の確認や復習ができ
る二次元 ヨ∵ ドが随所
に掲載 されてお り、必

要に応 じた取組ができ
る よ う工 夫 され て い

る。

始まりと終わ りは目に
優 しい色で縁取 りがし
てあり、児童が見通 し
をもつて学習に取 り組
むことができるよう配
慮されている。

教  出

と
と
れ

こ
こ
さ

る
る
夫

す
め
工

用
深
う

活
を
よ

を
え

る

頭 に折 り込 み 式 で

算 数 を は じ め よ
!」 が掲載 されてお

、必要に応 じて表面

・識別 しやすい配色を用
いるとともに、図版に
色名を付記 し、色覚に
関係なく区別できるよ
う配慮されている。

面
考

一暴

巻
Ｆ
う
り
と

で
ができ
ている。

学  図

・ 6年には、別冊 「中学
校入のかけ橋」が設け
られてお り、
学習に興味・

ちながら取 り
ができるよう
ている。

・棒グラフでは、色 とと

もに模様 も変えた り、
問題場面を表 した図で

は、文字で色名 を標記
した りすることで、児
童が利用 しやす くなる
よう配慮されている。

の
も
と
れ

校
を
こ
さ

学
心
む
夫

中
関
組
工

大 日本

1時 間の区切 りの 目安
を示 す 「しお リマ エ

ク」が掲載 してあ り、
見通 しをもつて学習を
進めることができるよ

う工夫されている。

・各単元の 「じっくり深
く学び合お う」では、
ページをめくらない と

解決方法や話合いの様
子 が見 え ないつ く り
で、 じっくりと考える
ことができるよう配慮
されている。

東 書

,1年① (上巻)は A4判
の紙面で作成 されてお
り、ブロックを使つた
操作活動を無理なく行
うことができるよう工

夫されている。

・問題やまとめは緑色の

枠、番号はシンプルな
標記、全般的に淡い色
づ かい等 の

´
工夫 に よ

り、落ち着いた雰囲気
の紙面で、視覚的に優
しく、学習に集中でき
るよ う配慮 され てい
る。

色
彩
、

文
字

の
大
き
さ
、

挿
絵

の
活
用
、

紙
質
、

製
本
等

に

つ
い
て
は
、

適
切

い
る
か
。

(3)

にレ

配イ
慮ア
さウ
オt ト
てや

発行者

３
講
・習劫
霧
韓
触
妙
叶
付
緊、見
や
す
さ

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

）
等
の
観
点
か
ら
の
表


